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授業の概要

（１）四則演算・平方根の計算（関数電卓・PCなど）
（２）時々 Python を使ってみる

Google Colaboratory または Jupyter Notebook

確率と統計の基礎を学び、データ解析のリテラシを養う目的

計算機

内容 （１）確率分布・確率変数・平均値・分散などの確率論の概念
（２）二項分布や正規分布などの基本的な確率分布
（３）母数の点推定・区間推定などの統計的推定
（４）仮説検定の考え方と基本的な形式



 コロナ感染症対策のため, 教室の授業は流動的
・講義時間の前半45分：講義（座学）＋質疑応答

・この様子は Google Meet によるリアルタイム配信
・講義はオンデマンド化を予定（うまくゆけば）

・講義時間の後半45分：問題演習など自由学習

 問題演習
・問題集配布(pdf)：やや高度な問題(**)も含めて取り組む
・解説ビデオ(mp4)：順次公開する予定

 成績評価
・筆記試験またはレポート試験を予定している（詳細未定）

授業の形式
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週 Lecture題目 教科書の該当部分

1 0 授業概要と序論 第 1 章記述統計
1.1 母集団と標本

2 1 1変量データ 1.2 1変量データの記述

3 2 2変量データ 1.3 2変量データの記述

4 補足と課題演習

5 3 確率の基本
第 2 章初等確率論
第 3 章確率変数と確率分布
3.1 確率変数の素朴な導入

6 4 離散型確率分布
3.2  確率変数の分布
3.3  確率変数の平均と分散
第 5 章基本的な確率分布
5.1 離散分布

7 5 連続型確率分布 5.2 連続分布

8 6 標本抽出と正規分布
第 4 章確率変数列
第 6 章大数の法則と中心極限定理
第 7 章母数の推定
7.1 標本抽出の確率モデル

9 7 点推定 7.2 点推定

10 補足と課題演習

11 8 区間推定 7.3 区間推定

12 9 母平均の検定
第 8 章仮説検定
8.1  母数の検定
8.2  母平均の検定

13 10 母集団の比較
8.2  母平均の検定（続）
8.3  2種類の過誤
8.4  等分散の検定

14 11 カイ2乗検定 8.5 カイ2乗検定

15 まとめ（期末試験を含む）

授業予定
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